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ているのである．前述の通り，この発育過程はジョ
ウカイボン科とジョウカイモドキ科それぞれの分
類群において，独自に獲得された形質であると考
えられる．それでは，どうしてこのような形質を
獲得するに至ったのだろう．あれこれ考えてはみ
るものの，この疑問を解決するには，完全変態昆
虫における胚子態孵化の例を引き続き探索し，よ
り多くの例を様々な観点から比較する以外には方
法はないように思える．地道にひとつひとつ孵化
を確認していくことを考えると，途方に暮れそう
になるが，多くの方にこの謎解きに取り組んで頂
けることを願っている．第 3，第 4 の胚子態孵化も
また，身近なところから不意に発見されるかもし
れない．

末筆となるが，日本における甲虫目幼虫研究の
第一人者，林 長閑博士のご逝去を悼み，謹んでご
冥福をお祈り申し上げる．
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【短報】ホソキカワムシ京都府に産す
ホソキカワムシ Hemipeplus miyamotoi H. Kamiya

は，九州 , 屋久島 , 奄美大島 , 徳之島 , 沖縄本島，
台湾に分布し，成虫はススキの葉鞘間に生息する

（佐々治，1985；高井，1982）．筆者は，京都府下
で採集したので，本州初記録として報告する . 採
集地は舞鶴自然文化園の駐車場のススキからであ
る . 普段はススキの枯死部の叩き網採集より得ら
れることが多いようであるが，今回は駐車場の周
囲の刈り取られたススキから採集した . ちなみに
比較のために図示した台湾の標本はススキ枯死部
の叩き網により採集された．

検視標本データ
1ex., Maiduru, Mihama Pass, Kyoto Pref., 15. VI. 

2013, T. Ito leg.（図 1）
1ex., Aowanta, Nantou Hsien, Taiwan, 21. V. 2013, T. 

Ito leg.（図 2）
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図1–2．ホソキカワムシ．1，本州産；2，台湾産．


